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広報おおいしだ　4.3 4広報おおいしだ　4.35

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

変
異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
世
界
的
に
猛

威
を
振
る
っ
て
お
り
、
山
形
県
で
も
５

市
４
町
を
重
点
措
置
区
域
と
し
て
対
応

強
化
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
が
沈
静

化
に
は
至
ら
ず
、
家
庭
や
学
校
、
保
育

施
設
な
ど
で
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
感
染
症

予
防
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
３
回
目
と
な
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
豊
田
地
区
出

身
の
齋
藤
元
希
さ
ん
が
出
場
し
、
競
泳

４
種
目
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
、
う
ち

２
種
目
で
入
賞
す
る
力
泳
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
重
苦
し
い
雰

囲
気
の
中
、
私
た
ち
に
勇
気
と
感
動
を

届
け
て
く
れ
た
元
希
さ
ん
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
で
は
、

今
後
も
継
続
的
に
選
手
が
排
出
さ
れ
る

よ
う
に
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
競
技

力
向
上
に
取
り
組
み
、
活
動
の
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く

り
を
政
治
信
条
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
町
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

各
分
野
の
施
策
概
要

令和4年度

施
要

政
旨

地
方
創
生
の
取
り
組
み

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用 

　

し
て
町
の
交
流
拠
点
で
あ
る
コ
エ

　

ノ
ク
ラ
の
運
営
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
観
光
振

　

興
な
ど
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化
を

　

推
進
し
ま
す
。

○
移
住
相
談
会
を
開
催
し
町
の
魅
力

　

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
定

　

住
促
進
事
業
補
助
金
や
移
住
支
援

　

金
を
交
付
し
、
移
住
・
定
住
の
促

　

進
を
図
り
ま
す
。

○
町
の
若
手
農
家
に
協
力
い
た
だ
き
、

　

ス
イ
カ
や
水
稲
な
ど
の
農
作
業
を
体

　

験
で
き
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
将

　

来
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
ま

　

い
り
ま
す
。

納
税
対
策
事
業

○
口
座
振
替
の
推
進
な
ど
納
税
環
境

　

整
備
を
進
め
、
未
納
対
策
の
た
め

　

納
税
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し

　

ま
す
。

○
小
中
学
生
に
対
す
る
税
金
教
室
の

　

実
施
に
よ
り
納
税
意
識
の
向
上
を

　

図
り
ま
す
。

保
健・福
祉
関
係
事
業

○
現
在
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

　

チ
ン
の
接
種
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

　

す
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と
緊
密

　

に
連
携
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め
て
ま
い
り

　

ま
す
。

○
様
々
な
福
祉
施
策
の
根
幹
と
な
る「
大

　

石
田
町
地
域
福
祉
計
画
」
に
掲
げ

　

る
基
本
理
念
「
健
康
で
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く

　

り
」
を
目
指
し
、
高
齢
者
、
障
が

　

い
者
、
児
童
の
福
祉
施
策
を
推
進

　

し
ま
す
。

○
出
産
祝
金
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

　

防
接
種
費
用
の
助
成
、
１８
歳
ま
で

　

の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト

　

し
た
入
学
準
備
金
交
付
事
業
を
、

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
５
階
層
以
上

　

の
保
護
者
に
対
し
て
保
育
料
の
半

　

額
を
助
成
し
、
さ
ら
に
自
宅
で
保

　

育
す
る
方
に
は
住
宅
保
育
支
援
助

　

成
事
業
に
よ
り
助
成
金
を
交
付
す

　

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
子
育
て
世
代

　

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
健
康
診
査
、
各
種
健
診
の
受
診
率

　

を
高
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
重

　

点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
推
進
し

　

ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
抑
制
対

　

策
と
し
て
、
疾
病
予
防
の
強
化
、

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
や

　

在
宅
診
療
の
啓
発
、
か
か
り
つ
け

　

医
の
定
着
、
疾
病
の
早
期
発
見
に

　

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
環
境
保
全
事
業

○
町
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携
し
て

　

資
源
回
収
を
実
施
し
、
再
資
源
化

　

を
推
進
し
ま
す
。

○
ご
み
収
集
日
や
分
別
の
周
知
を
徹

　

底
し
、
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
大
石
田
を
通

　

し
て
、
身
近
な
環
境
の
美
化
と
と

　

も
に
公
衆
衛
生
規
範
を
醸
成
し
、

　

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成

　

に
努
め
ま
す
。

農
林
業
振
興
事
業

○
農
地
の
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
、

　

担
い
手
育
成
の
た
め
経
営
支
援
に

　

努
め
ま
す
。

○
収
入
保
険
制
度
の
加
入
促
進
を
推

　

進
し
ま
す
。

○
特
別
栽
培
米
を
奨
励
し
、
農
業
生

　

産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
へ
の
取

　

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
固
有
品
種
「
来
迎
寺
在
来
」
原
種

　

の
保
存
・
継
承
に
努
め
、
質
と
収

　

量
確
保
の
た
め
収
穫
体
制
の
拡
充

　

を
図
り
ま
す
。

○
森
林
の
多
面
的
機
能
発
揮
の
た
め
、

　

森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
資
源

　

の
保
全
と
利
用
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業

○
町
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
図
る

　

た
め
、
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商

　

品
券
発
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
商
工
会
・
金
融
機
関
と
連
携
し
て

　

求
人
情
報
や
各
種
融
資
制
度
の
周

　

知
と
活
用
を
促
し
、
既
存
企
業
の

　

体
質
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

観
光
物
産
振
興
事
業

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
後
を
見
据
え

　

て
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

　

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
国
道

　

３
４
７
号
沿
線
の
市
町
、
友
好
交
流

　

協
定
を
結
ぶ
涌
谷
町
と
の
観
光
ル
ー

　

ト
の
活
用
や
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏

　

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
連
携
な
ど
、
交
流
人

　

口
拡
大
と
物
産
振
興
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
海
外

　

か
ら
の
旅
行
者
に
対
す
る
お
も
て
な

　

し
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
「
そ
ば
の
里
」
振
興
の
た
め
、
新
そ

　

ば
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

　

支
援
し
、
加
え
て
温
泉
利
用
の
促
進

　

や
特
産
品
の
消
費
拡
大
な
ど
観
光
振

　

興
を
図
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

○
消
防
団
員
の
報
酬
を
改
正
す
る
な
ど

　

処
遇
改
善
を
図
り
な
が
ら
団
員
の
確

　

保
に
努
め
消
防
力
の
維
持
と
向
上
に

　

努
め
ま
す
。

○
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係

　

機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
交
通
安
全

　

意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○
免
許
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の
支
援
を

　

継
続
し
ま
す
。

建
設
関
係
事
業

○
東
北
中
央
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開

　

通
に
向
け
て
、
国
に
対
し
要
望
し
ま

　

す
。
ま
た
、
国
道
３
４
７
号
を
災
害

　

時
の
代
替
路
、
物
流
拠
点
の
補
完
路

　

と
し
て
整
備
強
化
さ
れ
る
よ
う
山
形

　

・
宮
城
両
県
に
要
望
し
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
な
道
路
空
間
確
保
の
た

　

め
、
町
道
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

○
行
政
と
住
民
の
総
力
を
結
集
し
て
道

　

路
除
雪
に
あ
た
り
ま
す
。
未
整
備 

　

地
区
の
流
雪
溝
整
備
に
向
け
て
関

　

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

○
最
上
川
流
域
治
水
事
業
の
進
捗
状

　

況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
立
地
適

　

正
化
計
画
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ

　

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
通
し
て
災
害

　

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

　

す
。

教
育
文
化
の
振
興

○
子
ど
も
第
一
を
念
頭
に
統
合
小
学

　

校
の
基
本
設
計
に
着
手
し
て
ま
い

　

り
ま
す
。

○
地
域
と
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

を
進
め
、
生
き
る
力
を
培
う
質
の

　

高
い
学
校
教
育
に
引
き
続
き
取
り

　

組
み
ま
す
。

○
外
国
語
活
動
と
英
語
教
育
の
充
実

　

に
努
め
、
英
語
力
と
国
際
理
解
力

　

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
虹
の
プ
ラ
ザ
を
有
効
活
用
し
、
学

　

習
機
会
や
情
報
提
供
、
自
主
企
画

　

に
よ
り
町
民
の
生
き
が
い
づ
く
り

　

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
情
報
提
供
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能

　

を
強
化
し
、
魅
力
的
な
図
書
館
運

　

営
に
努
め
ま
す
。

○
大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域

　

ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
、
地
域
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
運
営
さ
れ

　

る
よ
う
支
援
に
努
め
ま
す
。

は
じ
め
に



一般会計歳入
50億 5,000万円

町　税
5億 4,282 万円
（10.7％）

町　税
5億 4,282 万円
（10.7％）

地方交付税
22億 5,900万円
（44.7％）

地方交付税
22億 5,900万円
（44.7％）

国・県支出金
7億 7,805万円
（15.4％）

国・県支出金
7億 7,805万円
（15.4％）

繰入金
6億 7,376万円
（13.3％）

繰入金
6億 7,376万円
（13.3％）

町　債
1億 7,000万円
（3.4％）

町　債
1億 7,000万円
（3.4％）

その他収入
6億 2,635万円
（12.4％）

その他収入
6億 2,635万円
（12.4％）

行政の運営に
11億 7,770万円
（23.3％）

行政の運営に
11億 7,770万円
（23.3％）

福祉に
11億 7,324万円
（23.2％）

福祉に
11億 7,324万円
（23.2％）道路・住宅・除雪に

5億 469万円
（10.0％）

道路・住宅・除雪に
5億 469万円
（10.0％）

安全な町に
2億1,851万円
（4.3％）

安全な町に
2億1,851万円
（4.3％）

学校・生涯学習
・スポーツに
4億 7,650万円
（9.4％）

学校・生涯学習
・スポーツに
4億 7,650万円
（9.4％）

借金の返済に
7億 5,704万円
（15.0％）

借金の返済に
7億 5,704万円
（15.0％）

健康づくり・きれいな町に
3億 7,987 万円（7.5％）
健康づくり・きれいな町に
3億 7,987 万円（7.5％）

農林業の振興に
2億 2,452 万円（4.4％）
農林業の振興に
2億 2,452 万円（4.4％）

その他
6,175万円（1.2％）
その他
6,175万円（1.2％）

議会の運営に
7,619万円（1.5％）
議会の運営に
7,619万円（1.5％）

一般会計歳出
50億 5,000万円

広報おおいしだ　4.3 6広報おおいしだ　4.37

令和４年度　大石田町当初予算

50億5,000万円

50億5,000万円

19億4,275万円

前年度比＋3.7％

前年度比－3.6％

一般会計

特別会計

歳入における前年との比較

歳出における前年との比較

性質別にみる一般会計の歳出 一般会計および特別会計当初予算

一般会計当初予算

区 分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

町　税 ▲ 630 万円（▲ 1.1％）
5 億 4,912 万円

地 方
交付税

2 億 5,000 万円（12.4％）
20 億 900 万円

国・県
支出金

5,987 万円（8.3％）
7 億 1,818 万円

繰入金 ▲ 5,553 万円（▲ 7.6％）
7 億 2,929 万円

町　債 1 億 570 万円（▲ 38.3％）
2 億 7,570 万円

その他
収 入

3,766 万円（6.4％）
5 億 8,869 万円

区 分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

議会の運営に 130 万円（1.7％）
7,489 万円

行政の運営に 33 万円 (0.1％）
11 億 7,737 万円

福祉に 955 万円（0.8％）
11 億 6,370 万円

健康づくり・
きれいな町に

4,563 万円（13.7％）
3 億 3,423 万円

農林業の
振興に

▲ 641 万円（▲ 2.8％）
2 億 3,093 万円

道路・住宅・
除雪に

6,947 万円（16.0％）
4 億 3,522 万円

安全な町に ▲ 5,668 万円（▲ 20.6％）
2 億 7,519 万円

学校・
生涯学習に

8,480 万円（21.6％）
3 億 9,170 万円

借金の返済に 3,225 万円（4.5％）
7 億 2,478 万円

その他 ▲ 24 万円（▲ 0.4％）
6,200 万円

人件費：職員の給与など
  9 億 9,354 万円（前年比 5.1％）

扶助費：障がい者支援や医療費助成など
   5 億 3,576 万円（前年比▲ 0.1%）

公債費：過去の借入金の返済にかかる費用
   7 億 5,703 万円（前年比 4.5％）

行政運営費：事業実施の事務経費や施設管理費用など
    20 億 3,022 万円（前年比 6.3％）

施設等整備費：施設や道路などの整備にかかる費用
   3 億 174 万円（前年比 18.4％）

繰出金：一般会計から特別会計等に支出する費用
   4 億 3168 万円（前年比▲ 13.5％）　　

区　　　分 予　算　額 増減率

一　般　会　計 50 億 5,000 万円 3.7％

特
別
会
計

国民健康保険 7 億 9,000 万円 ▲ 1.9％

次年子簡易水道 785 万円 ▲ 1.9％

農業集落排水事業 7,770 万円 ▲ 9.1％

介護保険 9 億 6,170 万円 2.5％

後期高齢者医療 1 億 550 万円 12.8％

計 69 億 9,275 万円 1.6％

　令和４年度当初予算が議決されましたので、その概要をお知らせします。
一般会計予算は50億5,000万円で、前年度当初予算と比較すると１億8,000万円の増となりました。

　福祉・医療、教育、道路整備などの基礎的な行政サービス
を行っていくための会計です。行政の主な事業はこの予算に
よってまかなわれています。

　特定の事業を特定の収入でまかなう会計のことで、収支を
明確にするために、一般会計から独立したものとなっていま
す。大石田町では５の特別会計があります。

「心豊かに幸せ感じるまち」を目指して　

一般会計・特別会計令和４年度当初予算額

用 語 解 説
自 主 財 源：市町村が自ら確保できる財源のこと。自主財源が多いほど財政の安定性が高い。
依 存 財 源：国や県から配分される財源。
地方交付税：全国どの自治体でも一定の行政サービスが提供できるように、国が財政状況に応じて配分するお金。
国庫支出金：国税の一部を譲与する地方譲与税や、国や県が使い道を決めて交付する国・県支出金、地方消費税や交付金などのこと。
繰　入　金：積み立てていた基金などから予算に繰り入れるお金。
町　　　債：町が銀行などから借りるお金。
その他収入：町の土地などを利用したときの使用料のほか、諸収入や寄付金など。
公　債　費：過去に町が借りたお金（町債）を返すための費用。一般会計歳出の円グラフ「借金の返済に」の項目。

歳 入

歳 出
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予算の主な使いみち

議会の運営に（議会費）
ペーパーレス議会導入事業 議会資料をペーパーレス化するための整備費用及び

タブレット購入費用 2,928

行政の運営・まちづくりに（総務費）
ふるさと応援基金事業 ふるさと応援感謝便等のための費用 498,104

移住・定住促進事業 貸出用小型除雪機購入、結婚新生活支援など 25,040

地域おこし協力隊事業費 地域おこし協力隊の活動費用（５人） 23,090

空き家対策事業 空き家バンク活用促進や危険空き家対策の補助金 2,259

参議院議員選挙費 参議院議員選挙に関する費用 9,054

各種統計調査費 経済センサス・就業構造基本調査などに関する費用 299

新型コロナウイルス感染症対応事業 中小企業災害等支援保証料補給・利子補給金 16,279

福祉に（民生費）
暖房費助成事業 冬期間の高齢者世帯への暖房費助成 1,250

身体障がい者自立支援給付事業 身体障がい者への介護費用の給付金など 75,200

知的障がい者自立支援給付事業 知的障がい者への介護費用の給付金など 102,020

一人暮らし高齢者等除雪費助成金支給事業 一人暮らしの高齢者への除雪費助成金 4,890

子育て支援医療給付事業 高校生までの医療費無料化に関する費用 24,390

在宅保育支援助成金支給事業 在宅保育支援助成金の支給のための費用 1,200

入学準備金支給事業 入学準備金の支給のための費用 2,500

児童手当支給事業 児童手当支給のための費用 75,783

健康づくり・きれいな町に（衛生費）
新型コロナウイルスワクチン接種事業 新型コロナウイルスワクチン接種に関する費用 27,073

骨髄移植ドナー助成事業 骨随移植ドナーに対する助成 140

予防接種事業 中学生までのインフルエンザワクチン接種など予防
接種のための費用 14,297

風しん抗体検査及び予防接種事業 風しんの抗体検査・予防接種に対する助成 1,252

健康マイレージ事業 達成者へのプレミアム券交付などの費用 48

健康増進事業費（がん検診事業） 各種がん検診の助成金など 12,656

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合負担金 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合への負担金 215,015

農林業・商工業の振興に（農林業水産事業費＋商工費）
農業次世代人材投資資金事業 新規就農者の支援に関する費用 2,500

元気な新規就農者支援事業 就農５年以内の新規就農者が農業機械等を購入する
際に購入費用の１／２を補助 600

収入保険新規加入奨励事業 収入保険新規加入者の保険料を補助 900

多面的機能支払交付金事業 農業の多面的機能維持・発揮のための活動を支援 57,319

環境保全型農業直接支払交付金事業 環境にやさしい農業を実践する農業者に対する助成 7,590

生産調整推進対策事業 米の需給調整推進に関する費用 11,812

商工業活性化支援事業 プレミアム商品券発行のための補助金 3,500

資格取得支援事業 就業やスキルアップのための資格取得支援補助金など 450

６次産業化等支援事業 ６次産業化に係る起業や事業の拡大等に要する経費
の一部を補助 200

大石田まつり関連事業 大石田まつり負担金 6,000

道路・住宅・除雪に（土木費）
道路除雪費 町道等の除排雪や設置済み流雪溝の維持管理費用、

除雪機械購入費用など 195,035

地域優良賃貸住宅家賃低廉化事業補助金 地域優良賃貸住宅の家賃補助に関する費用 8,640

住宅セーフティネット家賃低廉化事業補助金 住宅セーフティネットの家賃補助に関する費用 1,440

都市計画マスタープラン等策定事業 都市計画マスタープラン等策定に関する費用 11,905

住宅リフォーム支援事業 住宅リフォーム支援事業の補助金 19,000

安全なまちに（消防費）
業務継続計画策定業務 大規模災害等で役場が機能しなくなった場合の業務

継続計画策定のための費用 5,753

災害情報等一斉配信事業 災害情報等をメールや LINE、緊急情報メール等で
配信するための費用 660

学校・生涯学習・スポーツに（教育費）
統合小学校基本設計事業 統合小学校基本設計事業に関する費用 12,000

教育振興費 小中学校の備品購入やパソコン賃貸借料など 23,387

図書館関連事業 町立図書館運営に関する費用 21,462

総合型地域スポーツクラブ事業 総合型スポーツクラブの運営に関する費用 1,954

町民大学開催事業 町民大学開催に関する費用 597

生涯学習自主企画事業 生涯学習自主企画運営に関する費用 8,823

（単位：千円）

令和 ４年度一般会計

Key uses of budget
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　ＪＲ大石田駅に併設する駅都

市施設の公衆トイレが新しくな

りました。白と茶色を基調にし

た清潔感と落ち着きを感じる内

装で、以前のトイレと比べ、広く

て使いやすくなりました。

　駅をご利用の際や近くにお立

ち寄りの場合にはぜひご利用く

ださい。

　大石田町総合教育会議が２月

１６日（水）に虹のプラザで開

催され、町内小学校３校の統合

方針について議論されました。

会議では少子化により児童減

少に拍車がかかる昨今の状況

から、統合目標としていた令和

１０年度から１年前倒しの令和

9年度に統合する方針を確認し

ました。

　町では令和４年度に保護者

や学校関係者、地域の代表者な

どで構成する統合準備委員会

を立ち上げ、校舎を新設するか

も含めて協議する予定です。

　昨年９月から改修工事を実施してい

ました駅都市施設のリニューアルオー

プンを記念して４月９日（土）午前１０

時からオープニングセレモニーを行い

ます。

　なお、セレモニーは新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、規模を縮

小して開催する予定です。

　この度、町の防災マップを更新

しました。当町においても、令和２

年７月豪雨の際の最上川大石田観

測所観測史上最高水位となる１８

ｍ５９ｃｍの衝撃は記憶に新しく、

住宅浸水や農作物被害など大き

な被害が発生しました。

　災害は忘れたころにやってきま

す。防災マップでお住いの地域を

確認し、平時の備えをおこたらな

いようにしましょう。

駅都市施設の公衆トイレが新しくなりました！町内３小学校　令和9年度統合の方針固まる

駅都市施設のオープニングセレモニー　４月９日（土）開催

防災マップが新しくなりました！　３月２５日全戸配布

話題のニュース
Topical News

Ｒ4.4.9㈯
午前10時～　防災マップは手の届くところ

に保管しておきましょう。
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　とても大きい実物大のトトロで、傘を見ればその大きさ
はわかると思います。滑らかなラインとフォルムを意識し
て一人でここまで仕上げました。夜のライトアップではお
腹の白い毛が本物の滑らかなふわふわの毛に見えるよう
になっています。ペイントだけでなく、口もお腹のライン
溝も背中まで立体的に表現しました。

　上に登れるようにしました。チョコボールもあるよ。

　面に色を塗ってから彫り込んで文
字を描きました。雪だるま型灯ろうに
本物の帽子を被せているのもポイントです。
見た人が元気になるよう作ってみました。

　灯ろうの灯りが綺麗に見
えるように型を組み合わせま
した。目は松ぼっくり鼻は人
参で表現してあります。

　今年の干支 寅（虎）の切り絵を中心に吉祥柄
も加え華やかにしました。

　校舎の前を通る方々に「とうろうの美しさ」を感じて欲しいという思
いを込めて創りました。久しぶりに友達と一緒に雪を楽しむことがで
きました。（※代表して６年生のコメントを掲載）

雪灯ろう
コンテスト
結果発表

真っ白な町に舞い降りた！
　　　ねこバスを待つトトロ
　　　　　土田　昭一さん（南通）

審査員による厳選な審査の結果、
入賞作品が決定しました！

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

キョロちゃーんでしゅー　　　　
　　　齋藤　民弥さん（豊田）

コロナにまけるな
　がんばっべにゃ大石田！   
早坂　末知子さん（佐田町）

平野歩夢選手
金メダルおめでとう
戸田　昇さん（本町）

吉祥切絵　　　柴田　和徳さん（仲通）

大石田北小学校
大石田北小学校児童会さん

特選
佳作

佳作

佳作

工夫したポイント

Snow Lantern Contest

工夫したポイント

工夫したポイント

工夫したポイント

工夫したポイント

工夫したポイント

入選

入選
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３０年勤続スポーツ推進委員
表彰に安達信さん

町立図書館に
食育関連の本を寄贈

大 小 ４ 年 生 が
山 形 県 の 魅 力 を
動 画 で 発 信

児童が雪遊びを満喫
トムソーヤの冒険inスポーツ広場

２４人（団体）が町社協会長表彰受ける
　　大石田町社会福祉協議会会長表彰式

交通安全のお約束忘れないでね
かもしかクラブ修了式

※この動画は、プライバシー保護のため限定公開として
　います。YouTube 上で検索してもヒットしませんの
　で視聴の際は、こちらのＱＲコードからアクセスして
　ください。

◀ YouTube チャンネル「大石田小学校」

▶広報紙に掲載する
　にあたり、代表児
　童の皆さんが役場
　に企画の説明に来
　てくれました。

▼動画内のプレゼン
　テーションの様子。
　どの班も調べたこ
　とがしっかりまとめ
　られており、立派
　な発表でした。

ニュース玉手箱

　大石田町社会福祉協議会会長表彰式が、２月１８日
（金）に虹のプラザで行われました。
　今年は、功労者として５人、善行者として１３人、育
成指導功労者として５人、優良老人クラブとして１人の
合計２４人（団体）の方が表彰されました。
　大変おめでとうございます。

遠藤 史夫  (大石田ライオンズクラブ会長)、
佐藤 玲子  (大石田町更生保護女性会会長)、
細谷 泰  (東町公民館館長)、 冨樫 啓一 （本町）、
木村 和夫 （下宿）、 高橋 静雄 （来迎寺）、
齋藤 カツ子 （朝日町）、 有路 保夫 （井出）、
髙橋 つね （来迎寺）、 小松 修 （四日町）、
鈴木 敦夫 （南通）、 安達 良信 （愛宕町）、
小内 英徳 （来迎寺）、

吉澤 安伸  ((福)ふたば保育園理事長)、
大石田中学校生徒会、
井上 與四雄  (生活支援員)、
島津 直枝  (心配ごと相談員)、
髙橋 智子  (上宿)

遠藤 芳勝 （東町長生会）、 岡﨑 テル子 （東町長生会）、
佐藤 福治 （坂ノ上げんき会）、
髙橋 セツ （来迎寺ふれあいクラブ）、
髙橋 久 （小菅老人クラブ） 東町長生会　会長　矢作 善一　（敬称略、順不同）

　この度、安達信さん（庚申町）が３０年勤続
スポーツ推進表彰を受けました。これは、安達
さんがスポーツ推進委員として３０年の長きに
わたり活動され、委員として自己の研鑽に励む
とともに町のスポーツ振興にご尽力いただいた
功績が認められたものです。
　大変おめでとうございます。

　食生活改善推進員連絡協議会（長沢依子会長）
が、２月２２日（火）に役場を訪れ、食育関連の本
２９冊を寄贈しました。
　これは、同会の「子ども達の食育に役立てても
らいたい」との思いから実施されたもので、同会
から食育関連の本の寄贈を受けるのは３回目です。
　寄贈いただいた本は、町立図書館で読むことが
できます。大変ありがとうございました。

　大小の４年生児童が、山形県の美
味しい食べ物や観光スポットなどを
まとめた動画を作成しました。これ
は、同学年の総合学習の一環で行わ
れたもので企画から情報収集まで
すべて児童たち自ら行ったもの。情
報収集は「食べ物」、「工芸品」、
「遊ぶ場所」、「観光スポット」、
「果物」の５つのグループに分かれ
て行い、調査内容をまとめました。
動画にはその際のプレゼンテーショ
ンの様子を入れ込みました。
　動画はＹｏｕＴｕｂｅでご覧いただ
けます。右のＱＲコードからアクセ
スしてください。

　トムソーヤの冒険inスポーツ広場が、２月１９日
（土）にスポーツ広場で開催され、町内の小学校
に通う児童１２人が参加しました。
　児童たちは、チューブスライダーや雪上ゴムボー
トなどで遊んだほか、今年は新たに雪上大石田か
るた行われ、雪遊びを満喫していました。
　参加した長瀬心空さん（南小６年）は、「とても
楽しかったです。今年の４月に中学生になるけどま
た参加したいです。」と話していました。

　かもしかクラブ修了式が、町内３つの保育園で
行われました。今年度のかもしかクラブでは、横
断歩道を安全に渡るための「ストップのお約束」
や、ダミー人形の「とびたくん」を使ったダンプと
の衝突実験など、園児たちはたくさんの交通ルー
ルを学びました。
　今後も交通安全のお約束をしっかり守って、交
通事故にあわないように気を付けましょう。　
　ご家族の皆さんもご協力をお願いします。

善 行 者功 労 者

育成指導功労者

優良老人クラブ
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　大中１年生が大石田かるたで読ま

れている町内の文化遺跡や特産物に

ついて独自に取材・研究した内容を

まとめた「大石田かるたからの新発

見」が、山形県自作視聴覚教材コン

クール児童生徒作品部門で最優秀

賞に選ばれました。生徒たちは、ふ

るさとの今や昔を知るため大石田か

るたに読まれる町内の文化遺跡や特

産品などについて、地元の方の協力をいただきながら現地取材や研究を行い、昨年の１２月１２日（日）には

町青少年健全育成町民会議で研究内容を発表していました。

　大変おめでとうございます。

大石田かるたが自作視聴覚教材
コンクールで最優秀賞

大石田ライオンズクラブと
災害協定を締結

南 小 ６ 年 生
自然薯栽培の報告が
自 作 視 聴 覚 教 材
コンクールで佳作

大 中 １ 年 生
大石田かるた研究内容が
自 作 視 聴 覚 教 材
コンクールで最優秀賞

最上川桜回廊をうたう
冨樫榮太郎さんの短歌が「歌壇」に掲載される安達卓子大中教諭が

優秀教職員大臣表彰受ける

平成年間、山形新聞・山形放送の提唱で県内各地に「桜回廊」
なる植樹がなされた

　冨樫榮太郎さん（本町）が最上川桜回廊をテー
マに詠んだ短歌が、「歌壇」に掲載されました。
「歌壇」とは本阿弥秀雄氏が創業した本阿弥書店
が発行する総合短歌雑誌で、同誌が公募する歌壇
賞はプロの専門歌人を発掘する登竜門として設け
られています。
　掲載された短歌は以下のとおりです。

コロナ禍も三たび目の春
　この年も最上川辺を日々 に廻らむ（大石田）

　「大石田かるた」が山形県自作視聴覚教材コン
クール学校教育部門で最優秀賞に選ばれました。
大石田かるたは、昨年１２月に行われた北村山地
区自作視聴覚教材コンクール学校教育部門で特
選に選ばれており、今回で２つめの受賞となりま
す。
　町では今後さらにかるたの利活用を推進してま
いります。

　南小６年生児童が自然薯栽培を
通しての学習内容をまとめた「自然
薯栽培の報告」が、山形県自作視聴
覚教材コンクール児童生徒作品部
門で佳作に選ばれました。同校では
特産品である自然薯の栽培を通し
て植物の生長過程を学んでもらお
うと、大石田町新作物開発研究会
（海藤明会長）の協力のもと自然
薯栽培に取り組んでいます。今年度は地域学校協働本部のサンサンスタディーとして、大小と北小の６年生
も加わり栽培を行いました。
　報告を取りまとめた遠藤紗雪さんは「栽培を通して、自然薯にむかごができることや、花が咲くことを知
ることができました。みんなの協力で取りまとめることができました。」と話していました。
大変おめでとうございます。　

　この度、大石田町社会福祉協議会と大石田ライ
オンズクラブ（遠藤史夫会長）が災害協定を締結
しました。大石田ライオンズクラブは令和２年７月
豪雨の際にも、水などの物資の提供や炊き出し、
災害ごみの搬出・運搬・処分など積極的な支援を
行っています。
　今後災害が発生した際は協定に基づき、災害ボ
ランティア活動に必要な資材等の提供や会員がも
つ専門性等を活かした物的・人的支援などの協力
をいただけることになります。
　大変ありがとうございます。

　この度、安達卓子さん（愛宕町）が文部科学大
臣優秀教職員表彰を受けました。これは、安達さ
んの長年にわたる生徒に寄り添った学校教育活動
の功績が認められたものです。
　安達さんは現在大中の教員として教鞭を執って
おり、表彰に際して「ありがとうございます。これ
からも教育活動に尽力します。」と話していまし
た。
　大変おめでとうございます。

▼研究内容の一部

◀取材の様子 ▲発表の様子

▲研究内容の一部

ニュース玉手箱
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　　　障がいを理由とした差別をなくしましょう

町や町民・事業者の役割は？ こんなことに気を付けましょう

■保健福祉課　福祉グループ☎　（35）2111（内線 133）　　　　　　　　　　　

【町の役割】
　・障がい及び障がい者に対する町民及び事業者
　　の理解を深め、必要な施策を推進します。
　・障がいを理由とする不当な差別的取扱いをし
　　ません。
　・障がい者の権利利益を侵害することのないよ
　　う合理的な配慮を行います。
　　【町民・事業者の役割】
　・障がい及び障がい者に対する理解を深め、必
　　要な施策に協力しなければなりません。
　・障がいを理由とする不当な差別的取扱いをし
　　てはいけません。
　・障がい者の権利利益を侵害することのないよ
　　う合理的な配慮を行わなければなりません。

【不当な差別的取扱いの具体的事例】
　・障がいを理由に窓口対応を拒否する。
　・障がいを理由に対応の順番を後回しにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　　【合理的配慮の具定例】
　・車いす利用者の車いすを押したり、扉をあけ
　　たりの手助けをする。
　・意思疎通のための筆談、読み上げ、手話、拡
　　大鏡等を用いる。
　・障がいに応じて、理解しやすく、分かりやす
　　い表現にする。　など

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《４月の休館日》７日㈬・14日㈭・21日㈭・28日㈭

まちとしょ
～大石田町立図書館　information～

＼ みんなでのりきろう ／

☎電話 35-3877
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library

今月は、どの 本 を読む？
『農家が教える 酢とことん活用読本』

（農文協編・農山漁村文化協会刊）
『アスベストス』

（佐伯一麦著・文藝春秋刊）

『ひとり料理超入門』
（千葉道子著・農山漁村文化協会刊）

『仕事で使える英語音読』
（佐藤洋一ほか著・コスモピア刊）

『ぼくんちのねこのはなし』
（いとうみく著・くもん出版刊）

　必要なのは 5 文型ではなくて、5 つのパ
ターンだった ! 主語 + 動詞 +( 名詞 )+α(5
つの「型」) で構成されたビジネス英文を使っ
た音読トレーニングのテキスト。音声、電子
版をダウンロードできるクーポンコード付き。

　ねこのことらは 16 歳。ぼくが生まれる前
から、うちの家族だった。最近様子がおか
しくて、病院につれていったら「治らない病
気」って言われた。ことら、死んじゃうのかな。
そんな日、ずっと来なければいいのに…。

　長い時間をかけて迫りくる「静かな時
限爆弾」によって奪われた平穏な人生。
自身も患者である著者が現場を歩いて
綴った、アスベスト ( 石綿 ) がテーマの
連作小説。『文學界』掲載を単行本化。

　私たちが普段使う「酢」を田畑に使う実
践を集めた本です。酢の病害虫を防ぐ作用
はよく知られていますが、作物の活性化作
用、草やコケ退治効果もあることがわかって
きました。酢の多様な使い方を紹介します。

　吉野山、井の頭恩賜公園、
五稜郭公園、高遠城址公園、
舞鶴公園…。一度は行きた
い、日本全国の桜の名所を
案内する。満開の桜と鉄道、
凛と咲き誇る一本桜なども
紹介。

　若者からシニアまで、あらゆる一人
暮らしの人々を応援する料理の入門書。

「ひとりでも簡単、健康、ときには贅沢」
を基本コンセプトに、具体的なレシピ
を紹介する。

※すべて町立図書館蔵書

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

���今月の特集は「お花見」���

◆『さ く ら』
　　　　　　　　　（野呂希一／写真・青菁社刊）

◆『桜　～春を告げる日本の象徴』
　　　　　　（現代用語の基礎知識編・自由国民社刊）

◆『桜と紅葉撮影ハンドブック』
（萩原史郎ほか著・技術評論社刊）

◆『花見べんとう　わくわくえどうわ』
（二宮由紀子著・文研出版刊）

◆『さくらもちのさくらこさん』
（岡田よしたか著・ブロンズ新社刊）

…などなど、盛りだくさん！

待ちに待ったお花見シーズンはもうすぐ！　各地の桜の写真集や絵本、桜の写真の撮
り方の本まで、桜にまつわる本を集めてみました。

『一度は行きたい！絶景桜』
　　（G-MOOK 編・ジーウォーク刊）

『ばばばあちゃんのアイス･パーティー』
（さとうわきこ著・福音館書店刊）

　ばばばあちゃんはアイスパーティー
にみんなを誘いました。ジュースや
キャンデー、チョコ…好きなおかしを
次々と氷にしていきます。ばばばあ
ちゃんのアイデアが光る楽しい絵本。
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　「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」に基づき、大石田町で令和４年４月１日から
「大石田町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例」が施行されます。
　全ての町民が障がいの有無に関わらず、お互いに人格と個性を尊重し合いながら、共に安心して暮
らすことのできる地域社会の実現を目指し、町、町民及び事業者の責務と役割を示したものです。
　一人ひとりの優しい気遣いで、皆が住みやすい大石田町を目指しましょう。
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令和４年度おおいしだ未来づくり支援事業 実施団体を募集します

県営住宅の入居者を募集

　　おおいしだ未来づくり支援事業の実施団体を下記のとおり募集します。
◆募集期限／４月２２日（金）※必着
◆対象団体／町内各地区（複数の地区が合同でも可）や町内に活動拠点を置く公益的活動を行って
　　　　　　いる団体（個人は対象外）
◆補 助 額／①未来のまちづくり（イベント開催型）※上限５０万円まで全額補助
　　　　　　②未来のひとづくり（地域課題解決型）※上限３０万円まで全額補助
◆採択方法／採択委員会で評価項目を審査し決定
　　　　　　①目的意識の明確性、②課題整理、③先駆性、④地域性及び独自性、⑤自立性、
　　　　　　⑥有効性、⑦公共性、⑧実現性
　　　　　　※必要に応じて、審査委員会の際に、団体等の事業提案を伺う場合があります。
◆そ の 他／①本事業は、新規事業のみを対象とします。
　　　　　　②継続事業の場合は、最大３年間を補助対象としますが、補助率が変動します。
　　　　　　③単なる修繕・備品購入のみの事業は対象となりません。
　　　　　　④採択事業数によっては再募集する場合があります。
◆提出書類／下記担当窓口に準備します。また、町ホームページからダウンロードも可能です。
■まちづくり推進課　政策推進グループ　☎（35）2111（内線 223）

◆申込資格／所得が公営住宅法の規定に該当する方。（県外在住の方も申込可能）
◆募集住宅／
　①県営大石田アパート
　　　住　　所／大石田町大字大石田甲 623-157（庚申町）
　　　構　　造／中層耐火構造（４階建）
　　　公募戸数／２戸（単身可あり）

　②県営あけぼのアパート
　　　住　　所／大石田町大字大石田丁 277- ４（曙町）
　　　構　　造／中層耐火構造（４階建）
　　　公募戸数／１戸
◆申込期間／４月１日（金）～７日（木）　午前１０時～午後６時（※月曜休館）
◆必要書類／県営住宅申込書、６３円切手２枚　※申し込み、問い合わせは下記まで。

　毎年４月２日は国連の定めた「世界自閉症啓発
デー」です。癒しや希望などを表す青をシンボル
カラーにして世界各地でイベントやライトアップ
などが行われます。自閉症をはじめとする発達障
がいについて知っていただくことは、誰もが安心
して暮らせる共生社会の実現につながるものです。
この機会に次のサイトをご覧いただくなど、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

　大石田スポーツクラブでは、令和４年度
の新しい会員を募集中です。教室の見学・
体験もできますので、興味のある方はお気
軽にお問い合わせください。
　健康づくり・体力づくりのために気軽に
スポーツを楽しみましょう！
☆大人気のため、デイ・エクササイズ教室の定
　員を緊急拡大しました！迷っている方はお早
　めにお申し込みください！
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　この度、マイナンバーカード取得促進のため、山形県後期高齢者医療広域連合から７５歳以上の後期
高齢者医療保険制度の被保険者でマイナンバーカードをまだ持っていない方へ申請書が送付されました。
　この機会にぜひマイナンバーカードを取得しませんか。

◆送付対象者
　令和３年１０月３１日時点で後期高齢者医療保険制度に加入している７５歳以上の方で、マイナンバー
カード未取得の方。
  ※すでにマイナンバーカードを取得済みでも取得時期によっては申請書が届く場合がありますが、再度申請いただく必要はありません。

◆申請方法（①から③のいずれか）
　①郵　　　送…送付された申請書に顔写真を貼り付け、必要事項を記入の上、返信用封筒に入れてお近く
　　　　　　　　の郵便局やポストに投函してください。
　②スマートフォン…申請書のＱＲコードをスマートフォンで読み取り表示される画面に従い申請してください。
　③役場の窓口…送付書類すべてと通知カード（お持ちの方のみ）、本人確認書類（下表参照）の計３点を持
　　　　　　　　参の上、手続きしてください。顔写真は無料で撮影いたします。

■町民税務課　住民グループ　☎（３５）２１１１（内線１２２）

・送付書類すべて＋運転免許証＋通知カード（お持ちの方のみ）
・送付書類すべて＋健康保険被保険者証＋介護保険被保険者証＋通知カード（お持ちの方のみ）

※本人確認書類の組み合わせ例

４月２日は「世界自閉症啓発デー」

■保健福祉課　福祉グループ
　　　　☎（35）2111（内線 133）

■大石田スポーツクラブ事務局
　教育文化課　生涯学習グループ（虹のプラザ内）
　　　　☎（35）2094　FAX（35）3811

■山形県すまい情報センター　（山形市城南町 霞城セントラル２２階）　　☎ 023-647-0781

令和４年度
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大石田スポーツクラブ
会員募集中！

マイナンバーカード未取得の方（後期高齢者医療保険制度加入者）へ
交付申請書が送付されました

本 人 確 認 書 類
Ａ書類

（一点で足りるもの）
運転免許証、写真付住民基本台帳カード、身体障害者手帳、
療育手帳、在留カード

Ｂ書類
（２点必要なもの）

健康保険被保険者証、介護保険被保険者証、年金手帳、各種年金証書、
生活保護受給者証、社員証、学生証、医療受給者証



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて
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死亡事故ゼロ636日目

日曜・休日急患の当番医
4月

4月の主な行事予定

大石田町の事故発生状況

（ 3月15日現在）

●発生件数  ３件　（＋２件）
●負傷者数  ３人　（＋１人）
●死亡者数  ０人　（±０人）
　　　　　※（　）は前年比

診療時間 : 午前8時30分～午後5時

（令和4年1月1日～3月15日）

日 当番医院名 電　話

３日 ( 日 ) 加 藤 ク リ ニ ッ ク (22)9877

10日(日) 後 藤 医 院 (35)2034

17日(日) さ か え ク リ ニ ッ ク (53)8181

24日(日) お く や ま 内 科 医 院 (24)0980

29日(金) 吾 妻 ク リ ニ ッ ク (35)2021

日 行　事　予　定

4 ㈪ 町内保育園入園式 / 午前 10 時 / 各保育園　　　　　　　
母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

7 ㈭ 町内小学校入学式 / 午前 10 時 / 各小学校
大石田中学校入学式 / 午後 1 時 30 分 / 大石田中学校

13 ㈬ 心配ごと相談 / 午後 1 時 30 分～午後 4 時 / 社会福祉協議会
行政相談 / 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会議室

14 ㈭ 狂犬病予防注射（田沢・小菅・横山・役場）

15 ㈮ 狂犬病予防注射（大浦・豊田・海谷 ･ 鷹巣）

18 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

25 ㈪ 農作業安全並びに豊作祈願祭 / 午後 2 時 / 役場大会議室
農業委員会総会 / 午後 3 時 / 役場大会議室

29 ㈮
春季消防大演習 / 午前 9 時 / 尾花沢市消防署大石田分署ほか

（雨天の場合はクロスカルチャープラザ）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止になる場合があります。

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問
　い合わせください。

地域おこし協力隊　末石隊員の

英語・中国語一言講座！
　こんにちは、地域おこし協力隊末石です。
今回で一言外国語は最終回となります。最後の表現は「また来て下さい！」です。

◆今月のひとこと◆

↑Youtubeチャンネル
  「末ちゃんおーちゃん外国語講座」

大石田町地域おこし協力隊コラム
　「こえのくら」にいる小さい方、久龍（くりゅう）です! 大石田町に引っ越してきて、よう
やく1 年が経ちました。当たり前のように雪が降る毎日に、初めは「異常気象や…」と呆気に
とられていましたが、たくさん雪だるまを作り、かまくらに泊まり、雪中相撲(惨敗) を経て、
楽しくも過酷な雪国暮らしに慣れてきつつあります。
　ですが、まだまだカルチャーショックを受けることは多くあり、「大石田に対する驚き」
とは別に、「高知・大阪だけの文化だったんだ!」と気づかされることも…。『マラソン大
会』の代わりに『クロスカントリー大会』が行われたり、それが終わった後には『あめ湯』
ではなく『玉こんにゃく』が振舞われたり。いや、玉こん
にゃく食べるの東北だけってわかるやん! と思ったら、あめ
湯飲むの高知だけってわかるでしょ! なんて逆に言われたり
するんですね。しかしこれからもこのカルチャーショック
を楽しみたい気持ちもあり、「その文化は知らないからや
らない」ではなく、いいなと感じたものは何でも取り入れ
ていくスタイルで、私が暮らしてきた地域の文化も、どん
どん発信していきたいです!

※読み方やイントネーションを知りたい方は、上の
　ＱＲコードからアクセスいただきご覧ください！

日 本 語 → また来て下さい！

英 　 語 → Hope you come back soon?

中 国 語 → 歡迎再來

（
二
月
二
十
五
日
）

今月のポイント KOEnoKURA こえのくら　SNS フェイスブックで発信中！ Instagram・Twitter にて「大石田のドラゴン・カレリーナ」もよろしく！

高知県の
あめ湯

山形県大石田町
ホームページ

携帯・スマホから
アクセスできます

　４月は一人歩きに慣れていな
い新１年生の登下校が始まります。
　交通事故にあわないように、
家庭や地域で見守りましょう。



広報おおいしだ　4.3 24

◇
編
集
・
発
行
　
大
石
田
町
総
務
課

　
〒999-4112　

山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町
緑
町
1番
地
　
　
☎
0237-35-2111　FAX 0237-35-2118　

　
◇
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
㈱

2022／
3
N
o.789

広
報

町の人口　令和 4 年 3 月 1 日現在

世帯数 2,265 戸 （－2）

総人口 6,497 人 （－7）

男 3,216 人 （－2）

女 3,281 人 （－5）

（2 月中の異動）

出生　0人 転入　5人

死亡　9人 転出　3人
※この数字は外国人数も含めた数字です。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

■総務課総務グループ　℡35-2111（内線218）
確認ダイヤル：0237-48-8444

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

右のQRコードを読み
取って友だちに追加
してください。 大石田町公式LINE

登録方法

大石田町公式アカウント開設

ＬＩＮＥはじめました
防災情報などを
受け取ることができます。

友だち登録を
お願いします！

　ただ今資料館では恒例の「大石田雛人形展」を開催中です。毎年この展示期間中よく聞かれるのは「おひな様
とお内裏様はどちらが左（もしくは右）が正解なのか」ということです。そこで今回は、「雛人形の左右」につい
て考えてみたいと思います。
　現在雛人形のカタログなどで目にするのは向かって左に男雛、右に女雛というものが多いのではないでしょう
か。しかし、昔の並べ方は逆だったという主張もあり、関東式と関西式は左右が逆であるともいわれます。さらに
は人形から見ての左右と人形を正面にしての左右が入り乱れた結果、並び方が錯綜しているようです。手始めに
このあたりを整理していきます。
　日本古来の立ち位置の序列は、古代中国の「天子南面ス」という教えに由来します。易経などでは、天子（皇
帝）は不動の北極星を頭上に頂き、南を向くことで世の中がうまくまとまると考えていました。ここに太陽の昇る
東を陽とする陰陽思想を併せると、右図のような序列になります。この関係が方角から離
れても適用され、左上位の考えが日本にも伝わりました。天皇から見て左にいる左大臣
が右大臣よりも上位であるように、この左上位とはあくまで当人たちから見ての左右です。
例えば「右に出るものがいない」という慣用表現などでは、その人を正面にしての右、つ
まり当人からすれば左（上位）に誰もいないということになります。この混同を避けるた
め、方角を基準にした序列であることをおさえておきました。
　雛人形の並びが昔は男雛が左だったとするのは、この左上位の考えによったものです。では現在のように位置
が逆転したのは何故でしょうか。それは、国際儀礼（プロトコル）が右上位であることに由来します。右上位の並
びは西洋化が進んだ明治以降、皇室で採用されていました。これが昭和天皇の即位礼（昭和３）でも採用され、
両陛下が並んだ姿が新聞に掲載された結果、世に広く知られるようになりました。そこで雛人形もこの並びに倣
うことが提唱され、東京雛人形卸商組合が賛同したという経緯があります。これに対し京都を中心とする日本古
来の左上位を推す声が異を唱えたことで、関西式（左上位）、関東式（右上位）という区別が生れました。

　実際にかつては左上位で並べられたのかというと、江戸期の風俗描写など
では、確かに左上位の並びで描かれることが多いようです。しかし左図のような
逆パターンも一定数見受けらることから、必ずしも左上位が守られていたわけ
ではないことがわかります。ともすると左上位を文化的背景に持つために、その
方が自然に感じられるから、という程度の理由なのかもしれません。
　雛祭の意義を、夫婦和順を学ぶためであるなどと、堅苦しく解釈しようとする
向きは江戸時代からあったようです。しかしその根本にあるのは、（女の子に限
らず）その家に誕生した子どもの健やかな成長を祈り、その子を喜ばせるため

に賑やかにお祝いしようとするところにあります。そこに左右の正解を求めたり上位下位などという考え方を持ち
出すのもあまり相応しくないように思われます。各家庭でおおらかに、好き好きに飾って賑 し々くお祝いするのが
正解といえば正解なのではないでしょうか。

おおいしだものがたり
　～資料館資料編～　■企画展「大石田雛人形展」より
別冊

企画展「大石田雛人形展」は４月３日（日）まで


